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研究成果の概要（和文）：本研究では科研費（基盤C）の南九州の旧石器から縄文草創期・早期移行期における
人類の技術と行動の復元について、米国の三つの大学の専門家と国際共同研究を通じ、より精度を高め、土器の
計量考古学的諸分析を行った。土器薄片の鉱物分析および放射化分析を組み合わせ、土器の産地同定を行なっ
た。また、成形方法と技術の分析から、製作者の技術選択の理由を推測した。結果、南九州の縄文時代草創期の
土器は主に遺跡近くで製作され、全体に定住度が高かったものの、種子島の遺跡ではより定住度が高く、その一
方で遠距離交換された土器も認められた。成形方法は主に、平たい粘土塊を重ねて作られ、作りやすさに重きが
置かれたことが推測された。

研究成果の概要（英文）：This project expands on research plans for the 
Grant-in-Aid-for-Scientific-Research (C) with a project title: Technological and Behavioral 
Organization during Late Upper Paleolithic and Incipient-Initial Jomon Transitions in Southern 
Kyushu. The principal investigator collaborated with experts of three universities in the United 
States to conduct archaeometric analyses of pottery. Combining petrographic and neutron activation 
analyses, the PI and collaborating researchers sourced pottery. Pottery manufacturing techniques and
 technology were also examined. Results suggested that Incipient Jomon pottery was mainly produced 
near the sites indicating that producers were relatively sedentary. However, sedentism was higher at
 sites on Tanegashima Island, and there were certain sites with the evidence of long distance 
exchange of pottery there. Manufacturing techniques were mainly layered slabs. It was  interpreted 
that producers preferred the ease of manufacture over other techniques.

研究分野： 考古学

キーワード： 計量考古学　土器　産地同定　成形方法　技術　行動　新石器化　後期旧石器から縄文時代移行期

  ３版

  15渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は初期の土器の詳細な技術分析と行動解釈を通して、人類の新石器化の理由の解明を目指した。日本には
世界最古の年代に属する狩猟採集民の製作した土器が発見されており、計量考古学の技法を用い、製作者の行動
解釈をすることは国際的に高い価値を持つ。また、土器技術と人間行動の復元を目指す計量考古学の実践は日本
では少数であり、国際共同研究を通して、国際誌、国内誌に執筆し、国際学会において発表を行うことで、日本
の当該研究分野の発展に大きく寄与することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
初期の理論では、最後の氷河期の終末期が終わると、動物の家畜化や植物の栽培化、定

住化、磨製石器の使用などと共に、新石器時代が始まったとされた（e.g., Childe 
1951[1936]）。新石器時代の始まりに、調理や食物貯蔵のための土器も作られ始め、この
時代はそれ以前の旧石器時代の移動度の高い狩猟採集生活とは大きく異なっていたと推

測された。しかし、近年の研究から新石器化のタイミング、要素、過程および環境・行

動背景は地域間、地域内で多様であることがわかってきた（e.g., Flannery 1969; 森先 2015; 
Piperno 2011; Zeder 2009）。例えば、初期の土器は農耕が発達する以前の氷河期終末期に、
様々な移動度の狩猟採集民によって使われ始め、磨製石器は土器より遥か以前から使わ

れていたという証拠が見つかっている。そのため、後期更新世から完新世にかけて起き

た新石器化と言われる変化を説明するにはより多くの事例研究が必要であることがわか

ってきた。日本列島では後期更新世終末期の縄文時代草創期（約 15,000-11,500 cal BP）
に狩猟採集民により土器が作られ始め、地域ごとに気候・自然環境、土器採用の時期、

石器技術や移動度に違いが認められる。南九州においては日本列島で最も早い時期であ

る縄文時代草創期に温暖な気候環境下で土器、竪穴式住居、大型の磨製石器が使用され

ていた（Iizuka and Izuho 2017; Morisaki and Sato 2014）。本地域ではまた、縄文時代草創
期の遺物・遺構は薩摩テフラ（約 12,800年前）の下から発見され、初期土器時代の明確
な年代が得られている。このため、本地域は土器の起源を含む、新石器化に関わる研究

に適している。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の主な目的は科研費（基盤 C）課題である、南九州における後期旧石器後半期
（ca. 19,000〜）から、縄文時代草創期・早期移行期（ca. 14,000/13,500-7,300 cal BP）
の石器･土器技術・行動組織と環境の変化の関係について探る研究の中で、土器研究を

さらに詳細に行うことである。米国の三つの大学の専門家と国際共同研究を通じ、土

器の計量考古学的諸分析を体系的に行い、より精度の高い総合的な結果を得る。 
 
 
３．研究の方法 
具体的な国際共同研究は（１）カリフォルニア大学ロサンゼルス校コーツェン研究所
において土器薄片の鉱物分析を行うこと。（２）ミズーリ大学実験原子炉研究施設にお
いて土器の放射化分析を行い、鉱物分析と放射化分析結果と合わせ、より精度の高い
産地同定をし、生産と流通のパターンから、土器製作者と使用者の定住度と移動度の
関係および移住の可能性を推定すること。（３）アリゾナ大学物質科学科では成形技法
を中心に研究し、土器の物性、粘土の物性の定量的･定性的分析を行い、製作者の技術
選択の理由と行動背景を推測することである 
 
 
４．研究成果 

科研費（基盤 C）研究と関連した、南九州の土器の視覚的分析と実体顕微鏡を中心と

して得られた分析データと、国際共同研究に関わる精度の高い計量考古学分析から得

られた結果を組み合わせ、国内誌・国際誌に複数の論文、国際学会において複数の研

究発表を行なった。 
 南九州ではまず、鹿児島本土の遺跡である、中尾遺跡・向栫城遺跡、仁田尾中Ａ・

Ｂ遺跡、西丸尾遺跡、桐木遺跡、加治屋園遺跡、掃除山遺跡、建昌城跡遺跡、栫ノ原

遺跡、志風頭遺跡および種子島の遺跡である三角山 I遺跡、鬼ヶ野遺跡、二本松遺跡・

奥ノ仁田遺跡の縄文時代草創期の土器分析を行い、基礎的なデータを得た。中尾遺跡、

西丸尾遺跡、建昌城跡遺跡、桐木遺跡、鍛冶屋園遺跡および奥野仁田遺跡からは縄文

時代早期の土器技術のデータも得た。これらの土器分析は、遺物を収蔵している鹿児

島県立埋蔵文化財センター、南さつま市教育委員会、および西之表市教育委員会にお

いて行なった。 
 三角山 I 遺跡、掃除山遺跡、建昌城跡遺跡、奥ノ仁田遺跡、および鬼ヶ野遺跡の縄

文時代草創期土器のに関しては、国際共同研究加速基金の研究協力者である、アリゾ



 

 

ナ大学物質科学科のパメラ･バンディバー博士の協力を得、ゼロラジオグラフィーを使

用し、成形技術分析を行った。また、国際共同研究の土器の生産地同定をより正確に

行うため、地質図観察し、鹿児島本土、屋久島および種子島において、多様な地質背

景から粘土質の土壌、岩石、砂の原材料採取を行なった。その後、三角山 I 遺跡の縄

文時代草創期土器から得られた薄片と共に、原材料の薄片を製作した。カリフォルニ

ア大学ロサンゼルス校コーツェン考古学研究所の偏光顕微鏡を使用し、同校のハン

ス・バーナード博士の協力を得、三角山 I の土器および原材料の薄片分析から産地同

定を行った。また、薄片分析に使用した資料と同様の土器資料を使用し、ミズーリ大

学実験原子炉研究施設のジェフリー･ファーガソン博士の協力を得、放射化分析から、

化学組成に基づく産地同定を行った。更に土器薄片の一部を使用し、北海道教育大学

の和田恵治博士の協力を得、火山ガラスおよび鉱物の E P M A分析も行なった。新型

コロナ感染症発生と関連し、期間内に終了しなかった土器および粘土のさらなる物性

研究は現在すすめているところである。 
 以上の研究成果から、特に鹿児島本土の縄文時代草創期の土器は種子島のそれと比

較し、硬度が低く、衝撃に弱く、運搬および長期間の使用には適していなかったこと

が指摘された。視覚的分析結果に基づき、大半の土器が遺跡周辺で得られる原材料で

製作されていると推測された。一方、種子島の縄文時代草創期の土器は硬度が高く、

奥ノ仁田遺跡ではそれが特に顕著で、長時間またはより高い温度で土器を焼くことが

可能であった土器製作者の定住度の高さとの関連が指摘された。土器の成形方法は、

鹿児島本土の縄文時代草創期の遺跡も種子島の遺跡も主に平たく潰した粘土塊を重ね

て作られていたが、種子島は平塊を主体に少数の土器片の口縁部などに短い粘土紐も

認められた。これらの平塊を使った共通する成形方法から、当時の製作者が作り易さ

に重きを置き、簡易な成形方法を選択していたことが推測された（飯塚他 2018, 2019, 
2021）。計量科学的手法を用いた三角山 I遺跡の縄文時代草創期の土器の産地同定結果

は、土器が主に種子島で得られる原材料を使用して製作されていたことを示した。土

器の薄片分析結果からは A Tテフラ由来の火山ガラスが大量に含まれる土器片および

花崗岩由来の土器片の最大１４％が島外から持ち込まれ（特に後者）たことが推測さ

れた (Iizuka et al. 2022b)。また、土器片の放射化分析から、薄片分析結果と同様の結果

が得られた(Iizuka et al. 2022a)。三角山 I遺跡では、遺跡周辺で得られる原材料で生産

された土器が大半であること、また他の重量の重い遺物や竪穴式住居との関連からも、

遺跡が高い定住度の狩猟採集民により使用されていたと推定された。一部の土器が島

外から労力をかけて運搬されたことは、海面上昇に伴う島化の過程で、種子島（種子

島・屋久島）での長期居住による生存リスク回避のため、島外の人々との物々交換を

通し、交流・情報交換をする必要があったためだと解釈した(e.g., Fitzhugh et al. 2011; 
Gjesfjeld 2018)。 
 これらの結果および結果を踏まえた土器の起源および新石器化に関する論文は、国

際誌論文を６本、国内誌論文を３本、国際誌特集号を１冊を発表した。また、国際学

会ではセッションを１度組織し、発表を７度行なった。本テーマに関する招待講演は

３度行なった。 
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Of the Sea and Volcano: Provenance Study of the  PreYounger Dryas Pottery on Tanegashima Island, Japan (lecture). Symposium:
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